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I はじめに
335 
このレポートは，1988年 2月から 3月にかけておこなった，海外研修の成果を報告するもの
である。エスパニア，イタリア，フランス，イギリス各地を視察したが，ヨーロッパ文化の源
流企業経営の現状にふれ，理解をふかめようことが基調であった。紙幅の関係もあり今回イギ
リスにかぎって記述したい。
I ジェントルマン・シップ
イギリスの第l印象は，やはり，歴史の重みをもった大国のそれである。
ふるくとも鯛である。そして企業家精神の基盤になっているものは，宗教なのであろう。い
わゆるジェン 卜ルマン ・シッフにしても宗教との関り合いを，のぞいては語ることはできない。
近代イ ギリス企業の創業者たちは，イギリス的正統派たる国教会に異をとなえた，ピュー リ
タンの人びとが，大部分をしめている。産業組織の源となったのも，友の会souityof friends 
から生じたものが，砂なくない。
明治以降に， イギリス企業組織を移し変えた日本と本質的に異にするものである。
清教徒はモラルには厳格な人びとであった。l例示をもってすれば，固定価格の方式である。
商売には，あらかじめ価格に相当のラチュウドを含んで，徐々に値切っていくのが通り相場
であったのを，クエーカー教徒達はこうした売り方は，アンモラルなものと して，商品には定
価をつけて，売り手はそれを変更しないことにしたのである。
こうしたイギリス商法が，海外で信用を高からしめた結果，イギリス人の正直とか，イギリ
ス人の一言という言葉がいい伝えられる処となった。
現在証券取引所の綱領として，わが言，わが証書，Dictum Meum Pactumとして，商取引
の基本は，人間関係，就中，人対人の信頼関係にかかっていることが，世界に知られている。
書かれた文章よりも，紳士協定，Gentlemen’sAgreementの不文律が重んぜられることになっ
た。
これは，マグナカルタ，大英憲章が成文法の形をとっていないのにも由来していることであ
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ろう。
関連して国王は，君臨すれど，統治せず，として， バッキンガム宮殿を居城としてのぞんで
いる。
ヨーロッパ2000年の歴史はパル卜海から発生した，バイキングの南方侵略に端をはっし，た
えまない攻防の記録であった。
ヨーロッパ全域にわたって，多くの城や砦の跡がのこされており，王宮や宮殿も残存し，現
在に国王の宮殿，政庁舎，美術館等に，転用されているものもある。これらの王宮や古城のほ
とんどは，石造建築で数百年の風雨にたえてきたものであろう。
前庭や主要道路は石畳や煉瓦が，しきつめであるものが多く，ヨーロッパを旅行して，感嘆
させられる。
バッキンガム宮殿は，国王たる，エリザベス女王の居城を示めす女王旗が，へんぽんとひる
がえっている。折しも前日から勤務についた衛兵と新たに部署につく部隊との交替風景を眼の
あたりにしたものである。
4月から 9月までの服装とちがって落ちついた，それでいて，いかにもはなやかないでたち
の軍装の衛兵が木管のピッコロと小ダイコ，大ダイコの鼓笛隊を先頭にキャプテン ・ジェーム
ス ・クックの像に見おくられての行進である。
熊毛の高い帽子，黒色コート，ななめに白い皮バンド爪先きの幾分ふくらんで，安全靴に似
た軍靴。
セント・ジェームス・パークのほとりを，これが，おめあての観光者が，いっせいに障をこ
らして見まもっている。この時は感激もひとしお。滞在予定からすると，偶数日にあたってい
て見られぬはずであった。前後旅程をさしくってのデキゴ卜なのであった。旅行案内書のどれ
をとってしでも，バッキンガム宮殿で衛兵交替をみないでは，ロンドンに行ったかいがない，
更に行ったことにならぬとまで記している。
ゆったりと脚をのばして歩む，近衛兵の行進は，視ているかぎりにおいては，まさしく，い
いえていよう。しかし，すこしでも同時に進行しようとすれば，それはいかに早いか。私には
こ走りに，立ちどまって写し， 早駈けで追いついて撮影の，くりかえしであった。
エリザベス女王のウイークデー は，おおむねバッキンガム宮殿で政務をつかさどって，在城
を示す女王旗が宮殿の頭上にはたはたと掲揚されている。週末には夫君エジンパラ公とロンド
ン郊外のウインザーの居宅に休養され，平日は宮殿警護の近衛兵の交替勤務の儀式の毎日。
冬季聞は奇数日に宮殿の広場で佳麗に行われている。この行事は世界中から集まってく る観
光者にバッキンガムのお人形さんをみせてあげようという配慮からででもあるのだろう。
コペンハーゲンでは，アマリンボルブ宮殿の警衛についている近衛兵の勤務交替式があった
がバッキンガム宮殿のように華麗なものではなく，王宮前広場の石畳の上を，力をこめて歩調
をとって，コツコツと靴のピジョウの音を荘重なひびきで聞かせてくれたものだった。
またモスクワ，クレムリ ン宮殿のレーニン廟衛兵は，ぬけるような青い軍装で、心を洗うよう
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にあざやかだった。
ローマで，プレジデン ト・ ハウスの衛兵交替に遭遇した。カーキ色の一種軍装の上にピラミッ
ド型の赤いコー トをはおり黒いベレー帽をかぶった衛兵は，おもちゃの軍人，ハミングの出て
くるような，音楽がきこえてくる雰囲気をかもしだしていたが，バッキンガムのは英国のそし
て全世界のアイドル的で，しかもキラメキと節度があり，重厚さをあたえるものであった。
ロンドンの一日には，四季のうつりかわりがあると云う。
降ったと思ったら費れ，曇っていると陽が照り，またかげり，霧が渦巻き小雪がまうと千変
万化の様相をみせる。
この日，朝から典型的なロンドンの気候を体験できたものであった。
小雨のなか傘をさしてたたすむ人のそばを，ランニング姿の若者が，ジョギングの足を早め
ていく。とかくする聞に，雨がやみ，雲が吹きさらされ，陽光がまぶしくてらす。
Early Awe of nature ワーズ ・ワースの詩が想い起されてもく る。
この黄昏のひと刻がすぎて，夜半に至り，並木の樹皮，街並が灰白く泣き沈みしている。霧
がわき出てきた。メキシコ海流の影響から底びえするような温度ではない。が，やはり夜が冷
えてきた。霧の建音が，ひたひた迫るのが感じられた。
樹々の枝と云わず，幹と云わず抱いて人の心を更えしめて香りをまき散らしている。
レストランにでも，たむろして，紅茶をうけ皿で，ロンドンデリーの唄など聴こうにも，入
口は戸を閉められていかんともいたしがたい。まつこと凡帳面な開店時間厳守のお国柄である。
彼等からすれば，日本人の働き蜂どころか，いつまでも営々とはたらく働き蟻であるとの評
価もきこえるところのものなのだが。
ピカデリー広場は砂し霧にもやっていた。ネオンが，ぼんやり輝いて，いろんな若い人達で
こったカfえしていた。
昼間の雑踏をのがれ，パブで軽食をとりビールを飲みほして，幾分ほてった駄躯を夜の街並
へ向けて歩くと風がひんやりと心地よく頬の肌理に，ふれていく。
軒をならべる商店はとざされているが，ウインドーには，フラット，スポットの電飾が， と
もされて，かえって一層商品を泣きあがらせ，ひきたたせている。
タクシーのドライパ にーよると 〈外国からの観光客によりよく見てもらうため，自分もどれ
ほどかは電気料（税金）を負担している〉とのこと。これはパリー でJCTの社員からも聞か
されたのだが，スケールの違いこそあれ，ヨーロッパ圏に共通した企業配慮とでもいえようか。
法律により商店の開店時闘が規制されているお国柄であれば，それはまた，さまざまな方法
がとられようものである。
じっくりと，心ゆくまで幾度となく，ウインドーのデスプ レ をーながめていると，社会的評
価をうけんがための外部に誇示する街示的消費欲が， うつぼっと立ちのぼってくるのである。
「カサプランカ」のラストシーンに，ハンフリー・ボガードが，はおった，アキュアスキュー
タムのコー ト。帽子（王室御用達の紋章がある）喫煙具，紳士用 ・婦人用衣料，テーブル ・ク
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ロス，ネッカチーフ，リネン類，陶器，グラス類， 宝石貴金属，既製服と，云っても超高級の
チェスター ， パリー，シンフソン・ダックス，バーバリー，ジョ ンストン社製カシ ミヤのマフ
ラ一，ひざかけ，イエーガー，ライル・ アンド ・スコッ卜，フレマー ， といったセ ター ，ー カー
ディガンさらに，リパティ，スコッチハウスなど，ミング，セーベル，フォックスの毛皮など
ロンドンが市場となっているだけに種類も豊富。
ウエッジウ ッド，ロイヤル， ドルトンなどの陶器， 幻想の光さに照らされ，ひとつひとつが
宝石の耀きをみせ，ソロで，対になって，舞踏をはじめる。ドレスの似合う，グッツの輪舞，
ワjレツをタンゴを，フォックストロッ ト，ヴェニーズ・ワルツ，クイ ックステップ，ルンノ〈，
サンパ，ジャイ ブ，チャチャチャそしてパソ ドプルが・・・…－ 。
ポロネーズやブルースなどよりも，ここでは，よりマッチするものなのか，ボール・ルーム・
ダンスを国技にしている国柄のせいか，雨あがりの路上に光彩が反射して陳列品の舞踏がいか
にも楽しく感じられる。
一軒小さいながらも明りが灯されたレストランがある。離れてはあるが中に立ち働く人の影
が見える。もしや，時差営業で，でもと思いきや，店の内部を改築中，それにしても，奇特な
建築工事人かと中を覗くと，れっきとした日本人のそれであった。手甲，地下足袋，曲り金を
もっているかにみえた。
実際には向うはちまき，茶系の作業服であったのだが。
我が国では， 一時代前のスタイルではあるのだが，異国の街にある姿はまこと板についたよ
うに思える。堂に入ったものだった。
日本的経営は，いつまで続けられるのか，疑問視される今日であるが，国際的に草の根運動
の一人親方がイギリスの店舗にはたらいていた姿が印象に残ったものである。
職能別組合の構成員であれば，好むとこのまぬとにかかわらず，賃レートを守っていくので
あれば，企業の商正利潤率ということは，一義的なものではない西欧の行き方は，デモクラシー
として尊重され続けている。
折からイギリスのフォード自動車会社では，労使間での紛争が行われていた。労働者3万2
干5百人をようする同社は，本年1月20日の投票で88%がス卜突入に賛成，2月3日には，改
正賃金協定会社提案を拒否し，2年間賃協定案を含む，新提案では， グループ・リーダーが，
ひきいるワーク ・チー ムを組んで，熟練労働者が協業する方式が提案されている。
組合側は原則的にうけ入れたが，各工場の組合が労働改善内容について合意したうえ実施す
ることにしていて，この点会社側は，歩みよりをみせている。
フォード社のベルギー・ゲンクと ドイ ツの組立工場，アン卜ワープ・トラクタ一工場では，
イギリスからのパーツ供給不足によって操業が，中断状態におちいったが，3月に入って，平
常に戻る模様を示している。
本件について，政府は，フォード労使紛争と，その解決には，「会社が，どうすることが，
必要なのかに， かかっているのであり，責任を，もって遂行すべきである」 としている。
339 
しかし，デトロイトの親会社からの圧力がなければ，果して，イギリス ・フォード社は，自
主的にこの紛争の収拾を行いえたのであろうか。
イギリスの全国紙には，国内のあらゆるス トライキを報道する点，国家が報道統制をもってス
ト関係の記事をさしとめる固と比較した際，ガラス張りのフェアな点は賞められるべきもので
ある。もっともために「イギリスの組合はストばかり している」との俗説を生じしめた一面があ
るが，報道の自由のための基礎条件を樹立したために要した費用部分といわなければならない。
総じてイギリスについて感覚的に云うならば，ルネッサンス中世のものにいっそう，厳格さ
をくわえたものと，うけとめることができるのである。
E ロンドン塔
これは，イギリスの悲惨な歴史をしるす化物といえようものである。
濠をもってめぐらし，幾重にも築かれ，ページュがかった灰色の城郭は血の色をこく秘めて
重く暗い。ヨーロッパで最も古いものである。外観はさほど美しくはないが，人をぞっとさせ
る恐しさを秘めている。 ウィリアム・ザ・コンクエラー （征服王）が，望んだとおりのものに
なったといえよう。
ノルマンディーのカエンの採堀所からは，淡い色の巨大な石灰岩が運ばれてき，ケントの荒
い粘板岩とともに厚さ 3メートルにおよぶ強固な城壁建設にっかわれた。
ほぼスクエアーの要塞に丸い塔と 3つの矩形の塔がある。ウイルアムの後に多くの王たちに
よって城壁や稜壁塔などがつぎたされたパッチ建築である。
テームズ河北畔に3万坪の城壁をしたがえ，泥ぶこの塔は中央の四角な塔が白塔で一番古く，
1078年に着工されている。入口から少し行った血塔は13世紀末葉に，増改築は19世紀に至るま
で続けられた。
夏目激石の「倫敦塔」の一節に「今は昔昔被の乱に目に余る多くの人を幽閉したのは此塔で
ある。草の知く人を薙ぎ鶏の知く人を潰し，乾鮭の知く屍を積んだのは此塔である。」とは血
塔である。「百年碧血の恨が凝って化鳥の姿となって長くこの不吉な地を守る様な心地がする。」
と5羽の鴻の説明をうける描写がある。
ロンドンについて，コンデンス ・ミルクを濃縮した重苦しい需がたれこめてく る感じは，こ
の塔から生じてきたものだと，云えようほどであった。
中央の白塔は武器の陳列場があり，刀剣，槍，甲胃，銃などが冷やかな，にぶい光をはなっ
ている。
イギリスの劇，脚本，文学作品の舞台，作中人物などが，アクチュアリティをもって，活躍
しそうに思われた。
ナショナル・ギャラ リーでは，ターナーの「雨，蒸気，速度」もさることながら，ポール・
ドラロー シュ描く「レディ ・ジェーン・グレーの処刑」 が，かかげられている。 激石が「倫敦
塔」を書く際，参考にしたものである。意思に反して9日間を王位についただけで，断百され
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た17才の彼女は， へンリ－ 8世の妹の孫にあたる。へンリ－8世の死後におきた政争に，父と
義父との野心から巻きこまれ，エドワード6世の姉メ アリーによって，ロンドン塔に幽閉され，
「主の御手に魂をゆだねますJととなえ処刑された。ロン ドン塔は，1078年中世からの城で築
城した後に，獄舎 ・刑場としての歴史を持つ。
瀬；石は塔を舞台に現実と歴史上の人物や場合をさまざまの絵巻にく りひろげる。
らせん階段をのほ、って薄暗い部屋を歩き乍ら，首切り役がオノをとくところや，ジェーン・
グレー処刑の場面を幻影にみる。
まだ少女といってもいいくらいの女性が，首をおく台を，手さぐりで捜している。 血を吸わ
せるために置かれたわらが，香ばしいだけに，かそけなく乾いた音を聞かせる。たれさがった
長い髪はたばねて左肩にかけられてある。すき透らんばかり に白いうなじが，見えんばかりで
ある。
歴史上の場面のすべてが生なましすぎるほど，鮮烈によみがえる0
・…一花の様な唇がびりびりと顛うた」「H ・H ・額に紫色の筋が出」 云々，激石は空想と現実を
ないませごに書き綴っている。
現在，ロン ドン塔は，テームズ河のほとり に白く，そびえている。とものの本には，記され
ていることが多い。筆者には，あわいベージュがかった灰色に思えた。
数年前に外壁を洗浄したそうな。 以前はもっと汚れて凄味があったという。
激石は 「陰気な灰色をして前世紀の怨念を永劫に伝へんと誓へる如く見ゆるjと書いている。
フランス人のポール・ドラローシュは「エドワードの息子達J「ナホ。レオンのアルプス越え」
などの作品があるが，ルーブjレ美術館で，観た 「エドワードの息子達jに描かれた 2人の少年
は，エドワード4世王子で，間もなく絞殺される運命におかれている。
画面左側で小首をかしげた小犬が忍び寄る刺客を暗示している。王子の一人は絵本を手に展
げてはいるが，小犬に，はすかいに向けた視線は，何物かにおののいているかに見える。
膝に本をおいた年かさの王子は，もはやの運命をさとっているかの態である。
小犬は，アイ リッシュ ・セッターででもあろうか，猟犬なのである。指とゆびの聞に水かき
様のまくを持ち水のなかのゲームでも運搬に不便をきたさない。
想像での製作であろうとされる解釈は，やはり日本人のものだろうか，激石の描写で，オノ
に磨きべりの個処があるとしているが，処刑のたびにオノと台は新しく取替えたとの説明が
あった。しかし，こうしたものを展示しておく感覚には，我々 にとってはいささかなじみにく
し＇o
武具にしても日本のヨロイ，カブト，太刀，剣，弓矢，それぞれ，なだたる名工，匠の製作
になり美術工芸としてまかり通るっくりなのに較べ西洋中世の甲胃は鋼鉄の地肌もそのままで
ある。
色彩ゆたかな黄金造りの太刀や緋繊の大鎧など戦乱のすさま じさを，忘却させる見事さ美し
さ。時に和歌の応答をこころみながら一騎打をした，兜に香を焚きこめて出陣した武将たち。
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生死の境の一瞬に人生の花をみようとする心のあらわれ
であろう。
足利義満の庇護のもとに能を大成した世阿弥の本質と
同じではなかろうか。
鈍く ひかる鉄の膚からは突きたてる剣の音や鋼の甲を
うち割ってだす火花が感じられるが，究極の花を感じる
には，いささか遠いものである。 これはエスパニアで見
た甲青にも同様のことがいえる。なにもドン・キホーテ
や，サンチョ ・パンサの像だけではない。
ギリシャ，ローマの武将，兵士の武具についても異な
りは， みとめられない。すべからく，それは処刑のため
ロンドン塔で 筆者 のものなのであった武器なのか。
ロンドン塔のガードマンのヨーメン・ワーダースは，別名ビ フー ・イー ターとも呼ばれ，牛
でも喰ベ尽しそうな名称だが， 激石の記したように，シルクハットをつぶして四角くしたよう
な帽子を乗せ，直線もようを角形にくみあわせた赤いふちどりを したブルーの服を着用におよ
んでいる。儀式のときなどは，高いひだえりのついた赤い金の派手な衣裳をまとって具使する
が，すべて退役の軍人であると云う。
N ザ・シティ，経営的考察
商取りひきの中心で、もあるザ・ シティは，ビジネスマンの活気ある興味ふかいものとともに，
楽しいところでもある。
ピジネスマンの生活，世界レベルで取り ひきのことを論じながら一日の大半をここですごす
生活がある。
王立取引所は，ウィリアム・タイト卿によって設計されたものである。現在の建物のあるあ
たりは，1564年から最初の証券取引所であったのだが，1666年パン屋から出たといわれる大火
災で焼けおちてしまった。今日では保険会社や，町のローマ時代，中世の歴史などがみられる
ギルドホー ル，ミュージアムなどがある。
現在は一保険会社の建物となっているが，かつては，世界中の商業取引の中心的存在で金融
の元締めであった。
1844年に再建されたが，正面にコ リント式柱廊と上部に群像が彫られている。
玄関前にウエリントン将軍の銅像がある。
創始者は「悪質は良質を駆逐する」法則でも知られるグレシャム卿で，風見のコオロギは，
グレシャム家の紋章である。
1921年から1637年にかけて拡張されている。 行内には18世紀の衣裳をまとった警備員が勤務
し，行員はク リムソンレー キのテールコー トを着用し，黄金色のラッパをもっていることなの
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だが，ちかく には見かけられなかった。
1694年に120万ポンドの資本金で創設され1946年1455万ポンドに達したとき国営化された。
往時，シルクハットか，山高帽，燕尾服に洋傘を腕にかけ，口にはダンヒルのパイプをくわ
えたのが典型といわれるが，現在， 帽子をつけた姿には，ついぞおめにかかれなかった。かわ
りに，ダーク・スーツに赤革の鞄をさげたビジネスマン，三つ揃スーツに中折帽，渋い茶黒色
コートにボックス ・シューズ，典型的な，保守的ビジネスマン・スタイルには，若者たちの前
衛的なファッ ションの街となったカーナピ一通りで見受けられたものである。ヤッピー
( Young urban Professional ）と称されるエリー卜経営人の多くは格調をおもんじてか，ビ
ジネス・スーツの幾分しぶい，いでたちである。もっとも，いまでは，Dinksの方が現実感
がつよいかも知れないが。
現在，大蔵省が出資するイギリス金融の支配者で外国為替を通じて，日本経済，世界経済と
も結びつく重要な存在をもちつづけている。
ぬい針通りの老婦人・ OldLady of Threadneedle Streetは破風のうえにある。
行内にイ ングラン ド銀行を魔女 ・WITCHとして描いた18世紀末の風刺画があるという。
ニューヨーク・ウオール街の株価がTOKYOへひびき，世界経済を動かしているのを，時
差によって両者の中間にある，ロンドン・シティが調整機能を持ちたいというのが，イギリス
にとっての大きなねがいとなっている。
．ー一
ロンドン王立取引所
あったという。
ロン ドン市内の金融街，商業街をいう，ザ・シティは，
ギルド・ホールを中心としたせまい地域である。パンク駅
で道は8つに別れている。 パンクの正面を通るスレッド
ニ一ドル街，左まわりにポウルトリ， クイ ンー ・ヴィ ク卜
リア街，ウオールグルック，キング・ウィ リアム街，ロン
バード街， コ ンー ヒル，パンク横を通るプリンス街。
イギリスの銀行はもとより，世界各国の銀行，証券会社
の支店の婿集している様相は，銀行の展示場のようで壮観
である。
金融コンサルタント，ノエル，アレクサンダー，アソシ
エーツによる最近の調査では，昨年中にロンドンへ進出し
た外国金融系銀行は19行， ロンドンから撤退したのは，調
査はじまって以来の多数で18行。差しひき1行の増加で
その内訳で トップは日本で6行の増店により総行数が46行となった。欧州、｜からは11行，オー
ストラ リアから l行，米資源は1行だが撤退した 5行を考えるとマイナス4行となって総数は
64行に減っている。
現在ロンドンに支店を出している銀行，証券会社は， 463行で，新規では，日本の大和， 日興，
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山一等，ベルギー貯蓄銀行界の トッ プAslk-Cger，アメリカ航空機メーカー，マグダネjレ・
ダグラス杜のベンチャービジネスである，マグダネル・ダグラス銀行もある。
撤退行には合併や統合もあり，インターフ ァス卜・パンク・オプ・ダグラスはリパブリッ
ク・パンク・オブ・グラスに吸収され，インド銀行は，本国政府の指導で数行の業務が，まと
まることになったものである。こうした変化は過去5年間に見られる形勢変化の一環であり，
アメリカの銀行は， 1982年のピーク時
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に77行，日本の銀行は29行であった。
世界各国の銀行を知るには，ザ・シ
ティをひとまわりすれば，よいのであ
るまいか。
第1表は，日米英銀行3年間の蓄積
をしめすが， 15銀行の総資産が83年に
は， 1兆3200億 ドル （邦貨313兆円）
の巨額に達している。
日本の純利益，純資産における躍進
ぶりがめだっが，純利益の絶対額が低
く，収益率が米銀に較べて劣っている
ため自己資本の増加率は低い水準に経
過している。
第2表 上位5銀行の地域別収益(1983年）
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第2表は米銀の国内，海外収益の動向をしめ
し，第1図は BIS （国際決済銀行）の債権か
ら債務をヲ｜いた地域別純預金の推移で， 74年か
ら83年の10年間のほとんどの年度において，ア
メリカの銀行部門が， 資金供給者の主力となっ
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ているが， 83年にはいっては，アメリカの双子の赤字である経常収支が大幅な赤字を拡大した
ことや債務累積問題が顕在化したことからアメリカの銀行部門は，西欧，日本から資金を取り
入れ資金供給国としてのアメリカ以外の資本主義国の比重が高まっている。
ニューヨークの金融街・ウオール・ストリー卜でも，これだけ国際的規模で銀行を密集させ
ていない。
ザ・シティは，かつてのロンドンが，国際金融の中心地で、あった面影を，いまもってはっき
りと留めている。これらパンク，市中銀行，旧植民地銀行，外国銀行支店にまじって，マーチャ
ント ・パーカーと呼ばれる個人金融業者が店舗を構えている。
モルガン・グレンフェル・ベアリング兄弟など，著名なものが含まれているが，なかでも，
世界の金融王といわれたロスチャイルド商会に代表される。
キング・ウィリアム街から，タクシーの入れぬ，小さな路地を入った，ニューコートと呼ば
れるところに所在している。ありふれた小さなピルがそれでl階が車寄せで，看板も見あたら
ず，ロスチャイルド家の紋章らしいものが壁にみえるだけである。
両側のピルの聞に立っていると霧をふくんだ空気から雫がたれんばかりの威圧を感じる。設
計者の世界制覇をとげようと野望の象徴なのでもあろうか。
ロンドンのピjレ街は重厚さをとおりこして，両側から押しつぶされそうな感じである。
右側からすり建で左側からずりあしで，巨大な鉄筋コンク リートの塊が，一人の日本人の鉢
自匝におしかかつて来るかのようである。
フランクフル ト，パリ，ウィーン，ロンドンを股にかけ，その活動によって，ヨーロッパの
国王や列強諸国を自由に左右する力をもっているといわれた金融王者は，狭く薄暗いザ・ シ
ティの一隅にもぐらのように身をひそめている。しかし，ザ・ シティにおける国際的な資本取
引において中心的なI也｛立を占めているのは，ほかならぬ，マーチャン 卜・ パンカーなのである。
外国債券の発行と引受け，資本輸出を業務として，世界経済の動脈をになうことによって，
世界の政治にも動かしていたのである。
海外投資は，海外企業が，ロンドン資本市場で借款しようとする場合，証券の発行について
マーチャント・パンカーが，Risksの負担を保証のもとに市中銀行， 信託会社，保険会社な
どが参加して，シンジケート， 証券発行引受組合がつくられる。
この引受けが，成立すると，マーチャント・パンカーは数%の保証手数料を得る。ついで株
式相場の変動を利用してプレミアムやサヤを稼いだりする。多くの場合，資金は引受金融機関
から出され，マーチャン 卜・ パンカーは自己資金を投資することなく，取引を行う。
引受金融機関は証券の額面価格と引受価格の差額をうることになる。
資金不足の国では証券を額面価格で引受けてもらえず80%-90%なかには，70%台の場合も
生じている。
株式取引所に上場される証券は額面にたいし，それに近い額で投資家大衆に売りに出される。
100万ポン ドの額面について80万ポンド情りうけても利息は100万ポンド分にたいして支払う
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ことになり，マーチャント・パンカ一等の収入源を構成してきた。
この中にはかつてイギリス最大の綿花輸入高であったブラウン・シプリが含まれている。
アレクサンダー・ブラウンら18世紀末にアイルランドからパルチィモアに移住しリネン製品
の輸入により事業をきづいた。 19世紀に入るとともに北米から綿花輸出が急増し帰路にリヴァ
プールへ綿花積みだしを行うことにより巨富を築きあげた。
外国為替の割引きを通じてマーチャン卜・バンキングに進出したものである。四名の息子の
長男はリヴァプールに，次男は父の事務所に，三男はフィラデルフィアに，四男はニューヨー
クに根拠地をもうけ，相互の連絡により商機に乗じて取引を拡大していった。
シプリー商会がマーチャン卜 ・パンカーとして金融業に重心を移していったのは，1860年代
の南北戦争による，綿花貿易の途絶により，金融への主力転換が行われた。本拠はロンドンに
移った。
Brown, Shipey & Co, Ltd.は第2次と戦後も事業を維持したが，国際金融に専業化するこ
とによってのみ事業を継続できる，Going Concernによる経営戦略を辿ったのである。
また土地という実物資産に対して，国債，外債，国内商工業証券など金融資産が，多様化す
るにつれて，資産階級は， T. M ケインズの云う「投資階級」（ Investing Class ）へと変換
していった。
ザ・ シティは，それを媒介することによって，政治的には，保守との結びつきを強化した。
しかし，反面，企業経営者にとって，マクミラン ・ギャップ（企業と金融との訴離）をもたら
した。が，イギリス社会の特質である資産階級中心の企業構造は第2次大戦後においても，根
づよく，基本的に変化がみられていない。
イギリス企業形態は，信頼しあえるパー トナー シッフ Partnershipが多く，今日でもシ
ティ・オブ・ロンドンの金融，証券業者の中には，この形態をとっているものがすくなくない。
経営の規模，取引高，資本量，従業員数，資金回転率，当座比率，利潤，ということが，問
題とされるのではなく，経営者の人格識見に対する信頼が重要視されている。
近代的信用組織も，こうした精神的風土から生れたものである。
今日の商業銀行の多くは，地方での郷紳， 名望家が個人銀行として始めたものが母体となっ
ていて，いづれもクエーカー教徒によって占められている。
仲間うちの互助組織が柱となって，徳望家が，「資産管理人JCustodianとなり，発行受領
証が，その人の信用によって，地方一円に通用したのが，銀行券の発祥であった。
この点，日本の江戸時代に興った五人組・頼母子講が相互扶助組織の濫鰐であり，相互会社
の精神性が強いものといえるであろう。
パーク レイーズ銀行にしても，ロイズ銀行にしても，クエーカー教徒が，頭取をつとめてい
る。前者はもとイース卜 ・アングリア地方にあった25のクエーカ一教徒による銀行が1896年に
合同したもので，1962年まで12年間にわたって頭取の職にあったアンソニー ・テイュークと，
それをついだジョン ・ト ンフソンは，ともにクエーカー ・ファミリーである。
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ロイズ銀行もサンプソン・ロイ ド2世が1765年にテイラーズ ・アン ド・ロイズ商会なるもの
を，パーミンガムに創業したことによるものである。
住宅金融で保証組合のひとつである建築協会 ・BuildingSocietiesは，もと，パーミ ンガム
にできたケトレイ建築協会（頼母子講の一種）に端をはっしている。
またロイド保険協会には，アマチュアであるさまざまの職業の人々が，メンバーとして参加
し，相互の人間的信頼によって，共同で保険債務を分担し，手形の引受保証業務を発達させた。
近代経営における所有と支配，経営の分離がイギリスでは，株式会社組織の発達以前から，
金融機構の発達によって具現していたと見ることができる。
V おわりに
ジェントルマン ・シップ，ロンドン塔，ザ・ シティの経営的考察を述べたが，経営経済の動
向が重要な課題を含んでいる。
企業経営，技術，経済政策のレベルが高いにもかかわらず，たびかさなる停滞と混乱をかか
えているのは，組合組織の職能別に細分化されていること，組合の力が強く， 日本人のわれわ
れには勤労意欲が，はたしてあるのだろうか疑がわしいほどの労働協約を結んでいる。
述上のフォード自動車工場の場合，一つの工場に入っている組合の数は，2,30，造船であれ
ば，4,50もの組合がもたれているという。その数多くの組合のうち一つでも争議を行えばしば
しば，全工場の機能がマヒしてしまい，工場全体が休業の状態という。
組合の行動は国をほろぼす， などというのは頑迷，固阻な固物の人間のいうことかと思って
いたが，イ ギリスでは労使の聞に共通の意識が欠けていて，労使関係さ らには，経済全体とし
ての運営がスムーズにいかない。
支配階級の人と労働者階級，庶民の聞には，生れおちたときから環境やものの考え方にへだ
たりカfある。
ジェン トルマンと労働者は別の世界に住んでいるようなもので意思の疎通が困難である。
エリザ、ベス一世に依ってスペイ ンの無敵艦隊を撃ち破ったほどのアイデンティフィ ケーショ
ン，帰属意識は希薄であり，国民的協力の基盤がよわまったものとみることができるのではな
いであろうか。
以上，見聞の概要を報告したが，不明の点について，既版の著書 ・訳書によった部分もある。
参考，引用文献名をかかげて，関係各位の了承をえたい。
最後に，この研修旅行に御理解，御援助くださった本学関係の皆さん，現地でお世話になっ
たJCT各支店の関係者の方々，多くの方に心から感謝申しあげます。
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